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市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 

 「第５次和歌山市長期総合計画基本構想（素案）」に対するご意見を募集した結果、３件のご意見を

いただきましたので、次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

募集案件 第５次和歌山市長期総合計画基本構想（素案） 

受付期間 平成２８年６月６日～平成２８年７月５日 

ご意見の件数 ３名・３件 

 

■ご意見の概要と市の考え方 

 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ ●健康づくりにおける特に禁煙と受動喫煙対策の

推進関係者の立場からの具体的な意見・提案 

健康部局と連絡調整の上、基本構想に盛り込ん

でほしい。 

 

４－７健康で元気に暮らせる環境づくり 

３－３生涯を通じた豊かな心と健やかな体の育成 

４－８人権尊重・男女共同参画の推進  関連 

 

●住民の健康寿命を延ばし、重症化予防のため、

子ども・妊産婦・アレルギーなど感受性の高い

方を含めた非喫煙者を受動喫煙の危害から守る

ために、健康の基本として、この課題に関連す

る重点施策の立案をお願いしたい。 

基本構想は、まちづくりの基本的な方向性を定 

めるもので、禁煙及び受動喫煙対策については、

「分野別目標４ 誰もが安心して住み続けられ

る持続可能なまち」の「４－７ 健康で元気に暮

らせる環境づくり」に含まれます。 

 今後、さらに基本構想を具体化した基本計画や

実施計画を策定する段階で、施策もしくは事務事

業として盛り込む方向で、検討したいと考えてい

ます。 

 

２ ①人口減少に伴い、公務員並びに市議会議員数の

削減の必要性を基本計画ではなく基本構想の段

階で明確に盛り込むこと。 

 

①「第７章 行政運営の基本方針」の「３ 効率

的・効果的な行政運営」において、限られた財源

と人材の中で事務事業の必要性等について検証

分析し、不断の見直し改善に取り組むとしてお

り、この中には職員数の適正化等についても含ん

でいます。 

 なお、議員定数については、市議会の中でその

あり方について議論されるものと考えます。 
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②各種社会保障の不正受給が市の財政悪化の一因

となっているため、その改善を明文化してほし

い。 

 

 

③四箇郷地区の区域割が和佐・小倉方面と同一区

割りとなっていることの変更 

四ヶ郷地区は、紀の川中学校区で、バス等公共

交通機関の運行を総合的視野・考慮をすれば、

中之島地区と分離することなどあってはならな

い。 

②「分野別目標４ 誰もが安心して住み続けられ

る持続可能なまち」の「４－９ 将来に向かって

希望の持てる福祉社会の形成」に社会保障制度の

適正運営について表現しています。 

 

③地域別計画の区割りについては自治会等で使

用しているブロックに準じております。 

３ ●南海和歌山市駅ビルに大丸を誘致、和歌山市と

南海電鉄でバックアップする。 

●年中、子どもからお年寄りまで楽しめるよう、

南海和歌山市駅ビル屋上に遊園地やビアガーデ

ンを作る。 

●JR 和歌山駅から南海和歌山市駅までの路面電車

を復活させる。 

●和歌山市にはたくさんの観光資源があるが、生

かされていない。 

改善が必要 

●和歌浦旅館を昔多くの人が宿泊したように復活

させる。 

●和歌山城内の展示施設を充実させる。 

●南海和歌山市駅前再開発で、伊勢のおかげ横丁

のような観光スペースを開設する。 

●人口減少に歯止めをかけるような少子化対策を

行う。 

●和歌山市の認知度を向上させるため、多くのイ

ベントを実施し、他府県に PR する。 

和歌山市駅周辺については、駅ビルの建替えに

あわせて市民図書館の移転や駅前広場の整備を

進めており、利便性の向上や賑わい創出に取り組

んでいるところです。また、路面電車の復活につ

いては、現在、中心市街地における公共交通の充

実に向け、ＢＲＴ（連節バス）などの次世代交通

の導入の可能性について研究しているところで

す。 

観光分野については、近年、本市を訪れる観光

客は増加傾向にあり、特に外国人観光客の増加が

顕著です。今後とも和歌山城を初めとした観光資

源に磨きをかけながら、広く国内外にＰＲを行

い、観光地としてのブランド化に取り組むこと

で、観光消費の拡大を図ってまいります。 

人口減少は、第５次長期総合計画を策定するに

あたっての大きなテーマです。安心して子どもを

生み育てることができる環境整備を進めること

はもちろんのこと、産業振興を通じた雇用創出や

魅力あるまちづくりを通じ、人口減少に歯止めを

かけてまいります。 

いずれにしましても、基本構想はまちづくりの

基本的な方向性を定めるものですので、具体的な

事業は基本計画や実施計画を策定する過程で検

討していく予定です。 

 

 


